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　ファミリー整骨院「清泉」は、こころの駅の施設内にあり、施設入居者様の緩和ケアと、一般外来で通常保険診療・交通事
故など、スポーツ少年少女及び老若男女一人一人に合った施術を、この道30年の宮野院長が丁寧に行っています。
　毎週火曜日と金曜日は、近隣の方の送迎も行っていますので（要予約）お尋ねください。
　当院へのお電話でのお問い合わせは、代表番号54-5000にかけて、整骨院へつないでとお話しください。
　「人生100年時代」をポジティブにとらえ、人は「動く」と「動ける」ようになる。 心躍る毎日が訪れると信じ、健康・長寿を
応援し今できる事をメンテナンスしませんか。居心地の良い自分だけの場所で・・・・・

◎ご来院時に非接触タイプの体温計を用いた体温測定・手指消毒・問診を実施　◎スタッフの手指消毒の徹底　
◎ドアノブや手摺など手指の接触が多い箇所の定時消毒　◎院内の常時換気　◎スタッフの健康管理と毎日の検温
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファミリー整骨院「清泉」

「人生100年時代」あなたの身体は大丈夫？

当院における感染症予防対策について

いわき・南相馬・相馬
63,000部発行
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10:00～21:00（土日は13:00～）
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お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方 》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方は、お気軽にご相談ください。

※お医者様の同意書があれば「健康保険証」が使えます。

࿅ɾ͸Γɾ͖܇ೳػ Ύ ɾ͏Ϛοαʔδ๚໰

●『体験治療』を受けて頂きながら、
　ご要望やご相談をお聞きしてい
　ます。まずは、 お電話にてお問
　い合わせください。

ὸ0246-�1-�090
<Ӧۀ> ࣌̕ʙ18 ʢ࣌೔ɾॕ  ఆٳʣ
いわき市಺ڷ௲ொۚ୩9-1-101

࿅ɾ͸Γɾ͖܇ೳػ Ύ ɾ͏Ϛοαʔδ๚໰ ὸ0246-�1-�090
<Ӧۀ> ࣌̕ʙ18 ʢ࣌೔ɾॕ  ఆٳʣ
いわき市಺ڷ௲ொۚ୩9-1-101

しびれや痛み、
あきらめていませんか？

お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方、まずは、お電話でご相談ください。
●『体験治療』を受けて頂きながら、ご要望や
　ご相談をお聞きしています。
まずは、お電話にてお問い合わせください。

※お医者様の同意書があれば
　「健康保険証」が使えます。
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・ポルトガル：ジャカランダーという木を見てみ
　たい。　　　　　　　 　（男性・81歳・常磐）
・フランス：のんびり、美術館めぐりをしたいか
　ら。　　　　　　　　　 （女性・51歳・好間）
・ハワイ：南国でストレスフリーな日々を過ごし
　たい。　　　　　　　　 （女性・66歳・内郷）
・イタリア：日本に似ていて、海に囲まれ山々も
　多いところだから。　 （女性・61歳・小名浜）
・エジプト：ピラミッドに登ってみたい。
　　　　　　　　　　　　 （男性・63歳・中岡）
・フィンランド：神秘的なオーロラを見てみたい。
　　　　　　　　　　　 （男性・70歳・桜ケ丘）
・オーストリア：音楽の都だから色々めぐりたい。
　　　　　　　　　　　　 （女性・64歳・四倉）

・フランス：本場のフランス料理を食べたい。
　　　　　　　　　　　　 （男性・73歳・常磐）
・イギリス湖水地方：大きな湖と沢山の池が作る
　美しい景色の中で、季節ごとに咲くいろいろな
　花とともに、ゆっくり、のんびりと過ごしたい。
　　　　　　　　　　　　 （女性・72歳・内郷）
・オーストラリア：コアラに会いたい。
　　　　　　　　　　　　 （女性・73歳・中岡）
・オランダ：草花が好きで自然な静かそうな水車
　が想像できます。　 （女性・74歳・南相馬市）
・グアム：新婚旅行で行った思い出の地。主人は
　17年前に他界しましたが、子供たち、孫たちと
　行きたいとは思っています。 （女性・58歳・勿来）
・スイス：なだらかな草原を歩いてみたい。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・61歳・平）

・スペイン：若い時からフラメンコギターが好き
　で、本場のフラメンコギターの演奏を聴いてみ
　たいなと、その他静かなところで「城」など、
　見学したいなあ…と。 （女性・71歳・小名浜）
・ベトナム：ハノイに行って、買い物や本場のバ
　インミーを食べてみたい。（女性・61歳・好間）
・タイ：40代後半に主人の転勤で会いに行った所。
　　　　　　　　　　　　 （女性・73歳・内郷）
・ドイツ：ビール祭りに行きたいので。
　　　　　　　　　　　　 （女性・41歳・内郷）
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TEL0246-23-1666  FAX0246-24-2168
http://www.iwaki-minpo.co.jp  E-mail:adv@iwaki-minpo.co.jp
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※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。
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※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。
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Ξʔτεϖʔεઘ いわき市ઘ町 2�12�7

　実りの秋にお家の中でアートはいかがですか。心に残る上質な作
品を集めました。コーディネートも承ります。10:30～17:00 木曜休廊

おたのしみ アートの世界
ೖ場ແྉ
02�6��6�9101→10/2610/28→11/16

秋の茶の湯道具逸品展

　秋から来春に向けての茶の湯道具 200 点を一
堂に展示、販売する。稽古用道具は５～３割り
引きの特別価格で提供する。

খ໺ඒज़

ೖ場ແྉ
02�6����0���

いわき市平字த町̎̎ �̎

ࣛ島γϣοϐϯάηϯλʔʮΤϒϦΞʯ いわき市ࣛ島町ถా字日౉�

　個処から表紙担当・金澤裕子さんの作品展。山奥に住む５歳のリ
ス・ジョシュアが自分探しの旅をする。10:00 ～ 20:00。会期中無休。

リスのジョシュア物語展
ೖ場ແྉ
02�6��6�0100 →10/31

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋ町্தా �6

　毎日見ている、いわきの海と庭に咲く花をモチーフに、油彩、ア
クリル、水彩等で描いた。8:00 ～ 19:00。休店は毎週日・月曜。

広瀬諭 絵画展
ೖ場ແྉ
02�6�62�2�27→11/5

→11/16
スポット展示「田部君子」

　遠野町上根本生まれで、戦時下に 27 歳の若
さで亡くなった夭折の歌人・田部君子を紹介す
る。9:00 ～ 17:00（最終受付 16:30）。

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙ؗ

Ұൠ ̏ ̏̌ ԁ
02�6�6��6166

いわき市໪དྷ町ؔా௕୔6�1

ಃܳଜ͏͑ͷ͸Β いわき市޷間町্޷間字্໺�6ݪ

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示、販売。
アジアン衣料も同時販売中。火、水曜定休。

常設展示・販売
ೖ場ແྉ
02�6��6��00110/25→

Ξʔτεϖʔεઘ いわき市ઘ町 2�12�7

　桃花瓷、瑠璃青瓷、月白釣窯、粉紅瓷など多彩で美しい青磁をつ
くる木村さんの個展。作家来廊日 10/29 10:30 ～ 17:00 木曜休廊

青瓷・桃花瓷
木村展之 作陶展

ೖ場ແྉ
02�6��6�9101 10/29→11/23

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

　昔のステレオで懐かしいレコードを鑑賞する会。今回は「チェロ
協奏曲（ドボルザーク）を聴く!」がテーマ。当日は朗読の会も開く。

レコードコンサート
ೖ場ແྉ
02�6�2��10��

11/２
12:00～

11/6→12/3
桃青会絵画展

　コロナ禍の気持ちを少しでも明るく元気にな
るよう、女性ならではの作品展です。8:00 ～
19:00。休店は毎週日・月曜。

ը࿓٤஡Ϟφϛ

ೖ場ແྉ
02�6�62�2�27 

いわき市ۋ町্தా �6

いわき市ཱඒज़ؗ いわき市平字ಊࠜ町 ���

　市立美術館ゆかりの企画展として、西成田さんの多彩な立体作品
が並ぶ。9:30 ～ 17:00（最終受付 16:30）。月曜休館。

ニュー・アートシーン・イン・いわき 

西成田洋子 ―記憶の森―
ཡແྉ؍
02�6�2��111111/6→12/19 西成田洋子《記憶の領域2011－UFU》

2011年（撮影：齋藤さだむ）
いわき市立美術館ホームページより

ΪϟϥϦʔいわき いわき市ઘέٰ 2�12�1

　小板橋恵さんは佐渡に伝わる裂織を学び、30 年独自の作品を作っ
ている。会期中作家在廊。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

小板橋恵 裂織展
ೖ場ແྉ
02�6��6�026�11/13→11/21

11/18→11/22
岩渕吉明 油彩画展

　アパレル会社勤務の経験を生かした色使い、
テキスタイルをイメージした、岩渕さんの初め
ての個展。10:30 ～ 16:30（最終日 14:00）。

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ

ೖ場ແྉ
090��6���9�27　

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

11/24→11/29
十五代 沈壽官展

400 有余年の歴史をもつ沈壽官家の十五代の
薩摩焼の作品を展示する。秘伝の透かし彫りや
白薩摩、黒薩摩など気品漂う逸品を紹介する。

　　
Ϗϡʔϓϥβ1ࢁ܊֊ʢओ࠵ɿখ໺ඒज़ʣ

ೖ場ແྉ
02�6����0���

市த町ࢁ܊ ��1

ΪϟϥϦʔいわき いわき市ઘέٰ 2�12�1

　有機的フォルムに印花文を象嵌し、炭化焼成されて生まれ来る
作陶展。作家来廊日 11/27,28,12/4,5。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

渡辺安里 作陶展
ೖ場ແྉ
02�6��6�026� 11/27→12/5

いわき市จԽηϯλʔ いわき市平字ಊࠜ町 1��

　いわき市民による いわき市民の為の書道展。12 月 26 日 13:00 か
ら次々世代オールスターが揮毫披露。10:00 ～ 17:00（最終日 15:00）。

第2回いわき市書道展（2021）
ೖ場ແྉ
02�6�����02112/24→12/26

第２・４土曜
茶道教室開催

千利休以来、400 年以上にわたって継承されて
いる「茶道」教室の参加者を募集中。初心者歓
迎。日本の伝統文化を学んでみませんか？

0�0�16�0�2�79
ɿ̕00～12ɿ00・1�ɿ00～16ɿ00

いわきܳज़จԽަྲྀ ʮؗΞϦΦεʯ いわき市平字࡚ࡾ 1�6

　障がいのあるソノベタケルさんと、母・ミチコさんが一緒に手が
けたバッグなどが展示される作品展。8:30 ～ 22:30。

ソノベさんの親子展
ཡແྉ؍
02�6�22���00 →11/7
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）

デ
ル
タ
株
負
け
る
も
の
か
と
動
き
出
す

「
マ
ス
ク
の
中
で
、
ま
ず
笑
顔…

」

甘
露
煮
の
栗
の
実
届
き
秋
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
美
紀
・
79
歳
・
内
郷
）

経
験
す
動
け
る
事
の
大
切
さ

「
腰
の
手
術
で
足
が
動
か
ず
、
涙
・
涙
の
毎
日
で
す
」

し
そ
の
実
を
か
じ
る
天
ぷ
ら
プ
チ
プ
チ
と

「
大
好
き
な
し
そ
の
実
、
も
う
す
ぐ
採
れ
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
す
ず
や
・
80
歳
・
内
郷
）

ラ
ッ
ピ
ン
グ
動
く
電
車
は
常
磐
線

「
特
急
ひ
た
ち
号
、
乗
降
口
に
『
東
北
絆
』
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
。
９
月
30
日
で
運
行
終
了
」

柿
の
実
を
食
い
尽
く
し
た
よ
小
鳥
た
ち

「
上
側
に
あ
っ
た
食
べ
頃
の
柿
、
８
個
位
食
べ
ら
れ
ち

ゃ
っ
た
」
　
　
　
　
　
　  

金
成
照
雄
・
81
歳
・
好
間
）

期
待
よ
り
常
に
小
さ
い
実
物
大

規
制
解
け
コ
ロ
ナ
自
粛
の
人
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
布
施
敏
家
・
71
歳
・
泉
）

秋
深
し
動
く
山
肌
紅
葉
色

「
頂
上
よ
り
紅
葉
が
下
が
っ
て
来
て
い
る
。秋
で
す
ね
」

栗
の
実
に
寝
場
所
取
ら
れ
た
駐
車
場

「
駐
車
場
の
大
き
な
栗
の
木
が
、
さ
か
ん
に
実
を
落
と

し
て
ま
す
」                  

（
日
和
田
剛
・
85
歳
・
四
倉
）

畑
す
る
実
り
次
第
の
喜
怒
哀
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
門
馬
正
良
・
72
歳
・
平
）

よ
く
動
く
そ
の
口
可
愛
い
孫
娘

「
３
歳
を
超
え
猛
烈
に
口
が
動
き
出
し
皆
泣
き
笑
い
。

宝
物
で
す
」

黄
金
田
に
し
か
と
実
を
つ
け
頭
た
れ

「
新
米
が
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。
農
業
者
の
ご
苦

労
に
感
謝
し
、
い
た
だ
き
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
内
海
将
行
・
79
歳
・
小
名
浜
）

ひ
と
仕
事
す
る
か
と
上
げ
る
重
い
腰

「
伸
び
す
ぎ
た
庭
木
の
剪
定
と
片
付
け
で
一
汗
か
い
た
」

台
風
は
来
る
が
実
り
の
秋
が
好
き

「
美
味
な
食
材
が
多
い
秋
、
食
い
過
ぎ
に
注
意
し
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
賢
治
郎
・
81
歳
・
勿
来
）

動
く
物
な
ぜ
か
気
に
な
る
可
愛
い
猫

「
大
き
く
な
っ
た
ら
、
た
だ
の
ド
ラ
猫
」

実
験
で
使
っ
た
お
金
海
に
棄
て

「
北
、
ミ
サ
イ
ル
造
る
お
金
、
国
民
に
廻
し
て
や
れ
ば

い
い
の
に
」     

　
　
　
　
（
小
林
武
・
79
歳
・
常
磐
）

元
気
で
す
動
け
る
事
が
何
よ
り
だ

「
こ
ま
め
に
動
き
、
家
事
を
こ
な
し
ま
す
」

美
味
し
い
ね
実
り
の
秋
だ
栗
ご
は
ん

「
澄
み
切
っ
た
空
、
食
欲
の
秋
で
す
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
田
ト
キ
・
82
歳
・
平
）

動
か
ず
に
い
ら
れ
ぬ
我
は
マ
グ
ロ
か
な

庭
先
の
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
実
朝
食
へ

　
　
　
　
　
　  

（
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
・
67
歳
・
四
倉
）

ち
ょ
こ
ま
か
と
動
く
け
れ
ど
も
家
事
じ
ゃ
な
く

「
な
ん
で
し
ょ
う
？
」

還
暦
を
生
き
た
ら
一
つ
実
が
ほ
し
い

「
60
歳
ま
で
生
き
て
も
、
私
は
何
一
つ
実
ら
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
前
向
き
・
60
歳
・
四
倉
）

動
く
な
よ
今
絶
好
の
ポ
ー
ズ
だ
よ

案
山
子
立
つ
実
り
の
秋
は
福
夛
忙

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
石
井
利
水
・
94
歳
・
勿
来
）

秋
の
夜
に
い
っ
せ
い
に
動
く
虫
の
声

秋
実
り
栗
拾
い
す
る
家
族
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
門
馬
ア
サ
子
・
70
歳
・
平
）

手
足
口
動
い
て
い
る
よ
今
の
と
こ

片
付
け
も
実
行
で
き
ず
又
し
ま
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
西
尾
秀
子
・
79
歳
・
平
）

コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
動
く
生
活
が

講
演
で
実
の
あ
る
話
聞
き
ほ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
松
本
耕
作
・
77
歳
・
小
川
）

ス
ス
キ
野
で
動
き
み
と
れ
る
風
次
第

黄
金
の
波
豊
か
な
実
り
学
校
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
88
歳
・
平
）

黄
金
の
稲
穂
に
動
く
白
い
鷺

「
黄
色
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
に
鷺
が
と
て
も
き
れ
い
だ
」

努
力
し
て
実
っ
た
事
実
金
メ
ダ
ル

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
の
皆
さ
ん
に
感
動
し
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
小
林
康
浩
・
80
歳
・
平
）

大
騒
ぎ
対
の
ム
カ
デ
が
動
い
て
る

早
朝
に
イ
チ
ョ
ウ
の
実
を
と
る
仲
良
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
プ
ー
マ
マ
・
71
歳
・
常
磐
）

場
所
を
変
え
心
が
動
く
孫
に
会
う

家
の
柿
努
力
が
実
り
枝
タ
ワ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
鈴
木
節
子
・
81
歳
・
内
郷
）

物
事
に
根
回
し
動
く
人
が
居
る

実
力
は
運
も
加
味
し
て
出
せ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　  

（
平
間
勝
成
・
69
歳
・
南
相
馬
市
）

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「落とす」「気」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。11݄̔೔ʢඞணʣ。

今
月
の
お
題

「
動
く
」「
実
」

お
み
お
つ
け
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同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
で
初
め
て
と
な
る
卓
球
マ

シ
ン
を
使
っ
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
教
室
を
11
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
の
に
あ
わ
せ
、
生
徒
を
募
集
し
て
い

る
。
４
才
〜
中
学
生
が
対
象
。
月
謝
は
週
２
回
コ
ー

ス
で
８
０
０
０
円
、
入
会
金
８
０
０
０
円
。
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最
高
峰
の
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
提
供
し
、
世

界
中
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
タ
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

「
モ
ン
ク
レ
ー
ル
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
31
日
ま
で
開
催

中
。
秋
冬
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
圧
巻
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
展
示
、
販
売
し
て
い
る
。
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今
年
３
月
か
ら
提
供
を
始
め
利
用
者
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
正
月
荘
の
「
ラ
ン
チ
会
席
」
。
平
日
限
定
で

前
日
昼
ま
で
の
予
約
制
。
11
月
30
日
ま
で
は
「
牛
ス

テ
ー
キ
御
膳
」
と
「
カ
ツ
ラ
ン
チ
」
を
提
供
中
。
い

ず
れ
も
特
別
価
格
の
２
５
０
０
円
（
税
込
み
）
。
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シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ

108

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

今
回
は
６
月
に
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
追
加
さ
れ
た

「
地
図
検
索
機
能
」
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
き
、

画
面
下
部
の
左
か
ら
２
番

目
の
虫
眼
鏡
ア
イ
コ
ン
を

タ
ッ
プ
、
画
面
右
上
の
地

図
マ
ー
ク
を
タ
ッ
プ
と
い

う
操
作
手
順
で
、
画
面
上

に
今
自
分
が
い
る
場
所
を

中
心
と
し
た
周
辺
の
地
図

が
表
示
さ
れ
ま
す
。
地
図

上
に
は
写
真
が
表
示
さ

れ
、
周
辺
の
飲
食
店
や
観

光
名
所
な
ど
の
投
稿
を
位

置
情
報
付
き
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
地

図
検
索
機
能
で
す
。
ｉ
О

Ｓ
版
で
は
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
の

マ
ッ
プ
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ

ｄ
版
で
は
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ｓ
ｔ

ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
Ｍ
ａ
ｐ
の
地
図

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
能
で
手
動
で
検

索
す
る
に
は
、
地
図
を
自

ら
移
動
（
ド
ラ
ッ

グ
）
さ
せ
て
特
定

の
エ
リ
ア
を
表
示

し
、
画
面
中
央

の
「
こ
の
エ
リ
ア

を
検
索
」
ボ
タ
ン

を
タ
ッ
プ
す
る
こ

と
で
、
そ
の
エ
リ

ア
の
情
報
が
確
認

で
き
ま
す
。
ま

た
、
地
図
の
す
ぐ

下
に
「
カ
フ
ェ
」

や
「
観
光
名
所
」
な
ど
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
ボ
タ
ン
が
表

示
さ
れ
て
お
り
、
各
ボ
タ

ン
を
タ
ッ
プ
す
る
こ
と
で

カ
テ
ゴ
リ
ー
検
索
が
可
能

で
す
。
他
に
、
画
面
下
部

の
「
近
く
で
人
気
」
と
い

う
項
目
の
右
側
に
あ
る
虫

ΤϦΞ΍ΧςΰϦʔ͔Βศརʹࡧݕ
࿩୊ͷళ΍໊ॴͷ৘ใΛࣄલʹ೺Ѳ

【
講

師
】
久
野

雅
己

眼
鏡
ア
イ
コ
ン
を
タ
ッ
プ

す
る
と
検
索
ボ
ッ
ク
ス
が

表
示
さ
れ
、
キ
ー
ワ
ー
ド

を
入
力
し
て
表
示
さ
れ
る

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
一
覧
か
ら

投
稿
を
検
索
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
投
稿
が
な
い

場
合
は
「
こ
の
エ
リ
ア
の

結
果
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

表
示
さ
れ
ま
す
。

地
図
検
索
機
能
を
使
用

す
る
と
、
話
題
の
お
店
や

場
所
を
知
れ
た
り
、
そ
の

場
所
ま
で
の
行
き
方
や
距

離
、
す
で
に
行
っ
た
人
の

投
稿
が
確
認
で
き
た
り

と
、
事
前
に
情
報
を
把
握

で
き
ま
す
。
ま
た
、
位
置

情
報
と
一
致
し
て
い
る
場

合
、
お
店
や
企
業
、
施
設

名
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
が
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
自
社
を
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

す
。
便
利
な
地
図
検
索
機

能
、
ぜ
ひ
、
使
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

世界の一杯

フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の

中
心
地
ボ
ー
ヌ
で
は
、
毎
年
11
月
の
第

３
土
曜
日
か
ら
、
世
界
的
に
有
名
な
ワ

イ
ン
祭
り
「
栄
光
の
三
日
間
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
去
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
12
月
に
延
期
。
規
模
も
縮
小

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
…
。
さ
て
、
期
間
中
は
至
る

所
に
屋
台
が
並
び
、
ワ
イ
ン
の
試
飲
、

大
道
芸
で
町
全
体
が
賑
わ
い
ま
す
。
中

で
も
一
番
の
目
玉
は
、
オ
ス
ピ
ス
・
ド

・
ボ
ー
ヌ（
写
真
）で
日
曜
日
に
行
わ
れ

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ワ
イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
。
世
界
中
か
ら
多
く
の
ワ
イ
ン
商
、

愛
好
家
が
集
ま
り
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま

す
。
こ
の
オ
ス
ピ
ス
・
ド
・
ボ
ー
ヌ
は

慈
善
病
院
で
、
運
営
を
支
え
て
き
た
の

が
他
な
ら
ぬ
ワ
イ
ン
な
の
で
す
。

始
ま
り
は
１
４
４
３
年
。
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
公
国
の
財
務
長
官
だ
っ
た
ニ
コ
ラ

・
ロ
ー
ラ
ン
が
全
財
産
を
投
じ
て
、
貧

オスピス・ド・ボーヌといえば幾
何学（きかがく）模様の屋根が有名。

－ 55－

・栄光の
　三日間

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
40歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の趣
味や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族と情
報交換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

し
い
人
々
や
老
人
の
た
め
に
施
療
院
を

設
立
。
そ
れ
に
賛
同
し
た
多
く
の
地
主

が
畑
を
寄
贈
し
、
そ
こ
で
造
っ
た
ワ
イ

ン
を
販
売
し
て
施
設
の
運
営
資
金
を
ま

か
な
い
ま
す
。
１
８
５
９
年
以
降
は
、

ワ
イ
ン
が
慈
善
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、や
が
て
、「
栄
光

の
三
日
間
」
に
発
展
し
た
の
で
す
。

現
在
、
病
院
は
移
転
し
て
建
物
は
博

物
館
に
。
実
は
、
４
年
前
の
春
に
フ
ラ

ン
ス
を
訪
れ
た
時
、
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル

が
幸
運
に
も
オ
ス
ピ
ス
・
ド
・
ボ
ー
ヌ

の
近
く
で
足
を
運
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
次
回
は
、
そ
の
時
の
レ
ポ
ー
ト
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
♪

世
界
的
な
ワ
イ
ン
祭
り
の
始
ま
り
は

ͻ͞ͷɾま͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ
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平
成
26
年
12
月
21
日
、

民
放
テ
レ
ビ
が
〝
笑
顔
の

約
束
〞
と
い
う
題
名
で
、

宮
川
睦
美
さ
ん
の
生
涯
に

つ
い
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
ド
ラ
マ
を
放
送
し
ま

し
た
。
ド
ラ
マ
に
は
彼
女

が
22
歳
の
時
、
難
病
の
Ａ

Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬

化
症
）
を
発
症
し
、
そ
の

後
24
年
間
続
い
た
闘
病
生

活
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

 
 

私
が
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
っ
て
い
る
彼
女
を
霊
視

し
た
と
こ
ろ
、
彼
女
が
目

が
眩
む
ば
か
り
の
光
輝
あ

ふ
れ
る
オ
ー
ラ
を
発
し
て

お
り
、
高
級
霊
で
あ
る
こ

と
が
一
目
で
分
か
り
ま
し

た
。
彼
女
は
人
間
界
で
過

酷
な
人
生
を
送
る
こ
と
に

よ
り
、
自
分
自
身
の
霊
格

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
望

ん
で
生
ま
れ
て
き
た
の
で

す
。
彼
女
は
正
に
天
使
の

心
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
私
が
感
動
し
た
こ
と

は
〝
こ
の
病
気
は
他
人
で

な
く
自
分
で
よ
か
っ
た
こ

と
、
病
気
が
段
々
重
く

な
っ
て
も
絶
対
に
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
こ
と
、
自
分

が
重
症
に
な
っ
て
も
絶
対

に
人
工
呼
吸
器
は
使
わ
ず

自
然
死
を
選
ぶ
こ
と
〞
等

で
し
た
。
映
像
を
通
し
て

一
貫
し
て
い
た
こ
と
は
、

段
々
肉
体
が
衰
弱
し
て
い

く
過
程
で
決
し
て
弱
音
は

吐
か
ず
、
笑
顔
を
し
続

け
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

長
い
闘
病
生
活
の
中
で

日
々
、
我
々
の
想
像
を
絶

す
る
苦
し
み
、
悲
し
み
、

悩
み
、
辛
さ
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

超
越
し
て
神
々
し
い
光
輝

の
オ
ー
ラ
を
放
ち
神
様
の

領
域
に
入
っ
て
お
り
、
既

に
悟
り
を
得
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

  

彼
女
は
46
歳
に
な
り
体

重
も
30
㎏
を
切
り
、
そ
ろ

そ
ろ
死
期
が
近
づ
い
て
い

る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

両
親
と
親
友
に
自
分
の
希

望
を
伝
え
、
必
ず
約
束
を

守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
笑

顔
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
こ
の
病
気
で
な
く
て
も

必
ず
、
生
物
に
は
死
が
訪

れ
ま
す
。
早
い
か
遅
い
か

の
違
い
で
例
え
私
が
死
ん

で
も
、
決
し
て
泣
か
な
い

で
友
人
た
ち
と
お
別
れ
会

を
し
て
笑
っ
て
送
り
出
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
両
親
た
ち
は
約

束
し
、
彼
女
は
安
心
し
て

旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
約
束
通
り
パ
ー

テ
ィ
ー
式
を
開
き
、
た
く

さ
ん
の
友
達
を
集
め
、
彼

女
を
偲
び
な
が
ら
笑
い
の

絶
え
な
い
素
晴
ら
し
い
会

を
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中

に
霊
人
と
な
っ
た
睦
美
さ

ん
が
感
謝
し
な
が
ら
一
人

一
人
に
お
礼
を
述
べ
歩
い

て
い
る
姿
が
霊
視
さ
れ
ま

し
た
。

  

人
間
は
死
ん
で
も
お
し

ま
い
で
は
な
く
現
世
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

さ
せ
、
修
行
の
場
と
し
て

霊
的
進
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
生
ま
れ
て
く

る
の
で
す
。
彼
女
は
現
界

の
人
々
、
ま
た
同
じ
よ
う

な
病
気
の
人
々
に
夢
と
希

望
と
勇
気
を
与
え
て
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。

স
إ
の
໿
ଋ

øü
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「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界
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ランチ
   650円～
すし
1,200円～
定食
   700円～
めん類
   500円～
　    ※税別
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平日カット
1,100円（税込）
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インド料理

マユール
　　　いわき市平下神谷字御城23
■営業時間:ランチタイム　11:00～14:30
　　　　　 ディナータイム17:00～20:30
　　　　　　　　　　　　　　 (LO19:30)
■定 休 日:月曜日(祝日のときは翌火曜日)
　　  TEL＆FAX 0246-68-7474
URL http：//mayur.gourmet.coocan.jp

神谷＆草野－平北東部特集－

この秋、足を運んで新たな発見をしませんか？

代表取締役  渡 辺  誠 一
いわき市平下神谷字内宿36
ὸ������������

ＬＰガス・灯油・タイヤ・米

Ϛϧϫੴ༉
ਆ୩څ༉ॴɾચं৔

͍Θ͖࢛ࢢ૔ொେ৿ࣈຽ໺ொ��
5&-�	����)�������

社会福祉法人みどりのかぜ

ͷ͸Β
みどりのかぜは、障がいがある方が自立
した日常生活や社会生活を営むことが
できるように支援する社会福祉法人です。

うな重
3,300円

౰ళ͸ɺࠃ಺࢈の͏׆ڃߴͳ͗Λ
ੜ͖ͨ··ௐཧͯ͠ ͓Γ·͢ɻ

ฏԼਆ୩ࣈग़ޱĀû��
ఆٳ೔ʗ ɾ݄໦�
ὸ34-7��7ながやま

いわき市平中神谷前河原町1-11
TEL.0246-34-7711 FAX.0246-34-7715

Γͳ͍৴པΛະདྷʹͭͳ͙͘Δ·΍͞Μݶ

ϚΠΧʔγϣοϓதԝࣜג
ձࣾ

アットホームな

はな幼稚園
〒970-8021
いわき市平中神谷字北口18
TEL・FAX 0246-34-6479

〒970-8021 いわき市平中神谷字石脇55
℡ 0246-34-8963  ℻ 0246-34-8962

はぐろさん

神谷の神領

で          わ         じん      じゃ
通称 羽黒（はぐろ）さん

いわき市平中神谷字寺前 28
電話 0246-34-3033

曹洞宗
神護山 一山寺
いわき市平中神谷字寺前 35

電話 0246-34-3033
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ྩ࿨̏ ೥̕ ݄̍ ೔
։Ԃ͠·ͨ͠

かべやなないろ保育園かべやなないろ保育園
神谷こども園
͔ ΂ ΍
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平市街地から国道 399、６号を
四倉方面へ車で10分ほど走ると、
神谷・草野エリアです。緑豊かな住
宅街の中に、地域に愛されているお
店や施設がたくさんあります。身近
で、どことなく懐かしさを漂わせる
一方、新しい注目のスポットも増え
ているまちです。
　皆さんもちょっと足を運んで訪ね
てみませんか。意外な楽しい発見が
あるかもしれません。なお来訪の際
は、新型コロナウイルス感染症の対
策に留意ください。
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˔ΞϛϡʔζύʔΫ
˔#$/

˔౦๜ۜߦ
��ਆ୩ࢧ店

��߸όΠύε
6
号
国
道

˔

˔+0.0

ձɹһ
ืूத

Ո଒૴͔Β͢΂ͯঝΓ·͢

ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
64
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
総
理
に
な
っ
て
間
も
な
く
、

ス
ガ
さ
ん
が
言
っ
た
。
▼
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
を
１

人
で
や
る
の
は
「
自
助
」、
地
域
の
方
々
が
協
働
す

る
の
は
「
共
助
」、
そ
し
て
公
務
員
な
ど
が
関
わ
っ

て
の
環
境
整
備
は
「
公
助
」
だ
と
私
は
理
解
し
て
い

る
。
▼
私
の
第
３
の
目
が
開
き
つ
つ
あ
る
の
か
？
地

域
の
人
た
ち
の
主
体
的
活
動
が
目
立
つ
の
か
？
そ
の

両
方
だ
ろ
う
!?
最
近
私
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

シ
ー
ン
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
た
。
▼
（
「
あ
の

竹
、
危
な
い
ね
！
」
）
ト
ラ
ッ
ク
の
屋
根
を
か
す
め

る
ほ
ど
に
傾
い
た
竹
を
家
内
が
指
さ
し
た
。（
「
警
察

に
連
絡
し
た
ら
!?
」）
家
内
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の

を
仕
事
に
し
て
い
る
私
は
、
近
く
の
派
出
所
に
電
話

し
た
。
▼
事
情
を
理
解
し
た
警
察
官
が
言
っ
た
。「
こ

れ
か
ら
確
認
に
行
き
ま
す
！
」
そ
の
声
の
ト
ー
ン
に

気
を
よ
く
し
た
私
は
、
（
も
し
か
し
て
伐
っ
て
く
れ

る
か
も
!?
）
と
期
待
し
つ
つ
現
場
に
行
っ
た
。
竹
を

見
上
げ
な
が
ら
、
（
私
が
伐
る
こ
と
に
な
る
か
も
？
）

私
は
作
業
着
に
着
替
え
る
の
に
家
に
も
ど
っ
た
。
▼

「
こ
ん
ち
は
ー
っ
！
」
私
が
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
を
締

め
て
い
る
と
き
、
門
扉
の
方
か
ら
男
性
の
声
が
き
こ

え
た
。
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
！
」
と
私
。
「
も
し
か

し
た
ら
伐
っ
か
も
知
れ
な
い
ん
で
！
」
壮
年
の
警

官
が
手
袋
を
見
せ
た
。
（
あ
ら
ー
っ
！
気
合
が
入
っ

て
い
る
こ
と
！
私
は
警
官
に
随
っ
た
）
▼
「
伐
り
ま

し
ょ
う
！
」
電
話
を
終
え
た
警
官
が
言
っ
た
。
「
ノ

コ
ギ
リ
お
借
り
で
き
ま
す
か
？
」「
イ
イ
ッ
ス
ヨ
！
」

私
が
家
に
走
っ
た
。
▼
上
下
車
線
を
警
官
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
私
が
ノ
コ
を
ふ
る
っ
た
。
▼
約
10
分

間
で
都
合
４
本
！
パ
ト
カ
ー
を
見
送
り
、
竹
を
片
付

け
な
が
ら
フ
ト
、
ス
ガ
さ
ん
を
思
っ
た
。（
大
変
な

時
に
…
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
）

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
女
性（
ひ
と
）
〜
-2þ-
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自動車保険!! 見直しませんか？自動車保険!! 見直しませんか？

きな補償!!きな補償!!
お得な掛け金で、お得な掛け金で、

大大
໿ͷܖࡁڞ
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自動車共済自動車共済※無料見積いたします!

東北自動車共済のご案内
˔౦๺ࣗಈंڠࡁڞಉ૊߹ͱ͸ʜ
౦๺ہۀ࢈ࡁܦͷೝՄͷ΋とɺত࿨��೥ʹઃཱしたࣗಈ

。ಉ૊߹Ͱすڠࡁڞं��　
    東北自動車共済協同組合：☎022-264-1188
˔૊߹΁ͷ͝Ճೖ͸ʜ

�ޱ̍�　���ԁͷग़ۚࢿがඞཁͰす。
˕͓ಘͳֻ͚ۚͰେ͖ͳ҆৺
　��౰૊߹͸ɺ૊߹һͷ૬ޓැॿͷਫ਼ਆʹނࣄ͖ͮجʹΑΔ
　� ͰɺӦརΛ໨తۀࣄࡁڞతଛࣦΛิてΜすΔたΊͷࡁܦ
�����としまͤΜ͔Βֻۚがେมׂ҆Ͱす。
˕εϐʔσΟͳނࣄରԠʂ
഑ஔしていΔࣗಈंʹݝॲཧʹ͋たって͸ɺ౦๺̒ނࣄ��　
ʹちɺ੣ҙΛ΋ってղཱܾʹؒऀࣄͷઐ໳৬һが౰ࡁڞ��　
�����͋たΓます。
˕҆৺Λ݁Ϳࡁڞͷྠʂ
　�શࠃͲ͜ͰނࣄΛ͜ىされて΋҆৺Ͱす。ࣗಈंࡁڞͷ
　ʮωοτ໢ʯがਝ଎なނࣄॲཧΛいたします。౰૊߹Λ
　　͸͡Ί๺ւಓɾؔ౦ɾத෦ɾ੢೔ຊͷ̑つͷ૊߹がڠ
　　ྗしɺ͖Ίࡉや͔なαʔϏεʹ౒Ίています。
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豚
肉
と
野
菜
を
炒
め
た

後
、
豆
腐
と
卵
を
の
せ
た

一
品
。
ネ
ギ
た
れ
で
さ
っ

ぱ
り
と
仕
上
げ
る
。

２
人
分
の
材
料
は
、

豚
肩
ロ
ー
ス
薄
切
り
肉

１
６
０
㌘
、
キ
ュ
ウ
リ
２

分
の
１
本
、
絹
豆
腐
２
分

の
１
丁
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
２

分
の
１
株
、パ
プ
リ
カ（
赤

と
黄
）
各
４
㌢
角
、
卵
２

個
、サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
２
、

塩
、
酒
各
少
量
。
ネ
ギ
た

れ
＝
長
ネ
ギ
20
㌢
、
レ
モ

ン
汁
大
さ
じ
２
、
ご
ま
油

大
さ
じ
２
分
の
１
、
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
各
小
さ
じ
３
分

の
１
。

①
豚
肉
は
酒
を
ふ
り
、

炒
め
や
す
い
よ
う
に
ほ
ぐ

し
て
お
く
。
キ
ュ
ウ
リ
は

縦
半
分
に
切
っ
て
か
ら
斜

Let‛s
   Cook
レシピ紹介

豚肉と野菜の炒め物

め
薄
切
り
に
す
る
。
絹
豆

腐
は
水
気
を
切
っ
て
小
割

り
に
す
る
。
チ
ン
ゲ
ン
菜

は
、
茎
は
そ
ぎ
切
り
、
葉

先
は
５
㌢
に
切
る
。
パ
プ

リ
カ
は
５
㍉
角
に
切
る
。

卵
は
よ
く
溶
き
、
塩
と
コ

シ
ョ
ウ
を
少
量
加
え
て
混

ぜ
る
。
②
ネ
ギ
を
み
じ
ん

切
り
に
し
て
ボ
ウ
ル
に
取

り
、
レ
モ
ン
汁
、
ご
ま

油
、
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
を
よ

く
混
ぜ
、
ネ
ギ
た
れ
を
作

る
。
③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油

大
さ
じ
１
を
熱
し
て
（
煙

が
た
た
な
い
程
度
）、
卵

と
豆
腐
を
加
え
て
素
早
く

混
ぜ
炒
め
る
。
豆
腐
と
卵

が
つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
ふ

ん
わ
り
と
ま
と
め
て
器
に

取
る
。
④
フ
ラ
イ
パ
ン
に

油
大
さ
じ
１
を
温
め
、
肉

が
付
か
な
い
よ
う
に
炒
め

る
。
豚
肉
が
白
く
な
っ
た

ら
キ
ュ
ウ
リ
、
チ
ン
ゲ
ン

菜
、
パ
プ
リ
カ
を
加
え
、

歯
触
り
が
残
る
く
ら
い
に

中
火
で
炒
め
る
。
⑤
器
に

④
を
盛
り
、
③
の
豆
腐
と

卵
を
の
せ
て
ネ
ギ
た
れ
を

回
し
か
け
る
。
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デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ
͍Θ͖͞૳

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ    ͍Θ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660FAX（0246）44-1307

医療法人社団 秀 友 会
ઃೖॴ��������˔௨ॴϦϋϏϦςʔγϣンࢪ˔
˔γϣʔトεςΠ�˔๚໰ϦϋϏϦςʔγϣン

౳ͷαʔϏεΛঝっておΓます
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

医療
法人酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】日曜･祝日・土曜日午後

☎0246-23-1055
福島県いわき市平字南町12　【駐車場完備】

内科・呼吸器科 在宅訪問診療応じます

コンタクト相談室（永井眼科医院隣)
ொ2-7 TEL.0246-22-3691ࢠ਍Λ͓๨Εͳ͘  いわき市ฏ字ಐݕՊઐ໳ҩͷ؟

໦ɾ೔༵ɾॕ೔͸ఆٳ೔Ͱ͢ɻɹɾ෼ׂ෷い0,

★２Ｗオアシス　かわきにつよいUVカット
★バイオトゥルーワンデイ  夕方までうるおいキープ
★エアオプティクスＥＸ  うるおいキープ１か月タイプ
★アイコフレ  ４色そろったサークルレンズ
★メニコンプレミオ　高酸素透過性レンズ

44-5367（マルト浅貝店そば)

おしゃれ
な洋服た

ちと

　やさし
いうつわ

が

　　待っ
てます。

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
いわき市小名浜字富岡向147

Tel.0246-54-5210 Fax.0246-92-4183
http://www.onahama-drivers.co.jp/小名浜自動車学校

絵手紙
　スケッチ私 円空仏

宇
賀
神
像

い
が
っ
た
ぁ
逢
え
た
逢
え
た
よ

平子正子さん（小名浜在住）
絵手紙ティーワン

　― 3 ―

と

個処͔Βみなさん、　　　  に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、「落とす」「気」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペットや孫、子どもた
　　ち、奥さん、旦那さん、庭、作品など、み
　　なさんの宝物を、その画像と説明文（100
　　字程度）を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　ぜひ伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『個処から』で
　のみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

お問い合わせは、
　　　　個処から編集室まで。

☎0246（23）1666
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　いわき市平字小太郎町２-７
　　　　　　　　　 （いわきビル１階）
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

墨と水の世界墨と水の世界
いわき真墨会　会長　園部榮一（植田町在住）

　私どもの水墨画教室には、それぞれの特性を持った生徒

さんがいる。繊細なタッチで、それこそ一つの線も省略せ

ずに描く方、豪快な筆捌きで形を作る方、暈
ぼか

しを使って幻

想的な絵を描く方、動物を得意とする方、花が得意な方と、

多くの人材が揃っている。

　おかげでそれぞれの特技を吸収させていただいている。

教えるどころか、教えられているのが現状。自信をもって、

それぞれの技をいかした絵を残してほしいと思う。

佰
六

特
技
を
生
か
す夫

婦
龍
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占い師・ミエル 070（6629）8830
http://www.mielstar.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
運
に
恵
ま
れ
る
に
は
「
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
も
幸
せ
、
あ
な
た
も
幸
せ
」

の
気
持
ち
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
世
に
は
目
に
は
見
え
な
い
繋

が
り
が
あ
る
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
繋
が
り
の
中
で
生
き
て

い
る
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
秋
の
味
覚
を
分
け
合
う

１
月
生
【

　
　
　
　】

玉

　
　依

　
　姫

（
た
ま
よ
り
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
生
に
大
変
な
時
は
付
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　で
す
。
他
の
人
の
人
生
が
い
く

ら
平
穏
に
思
え
て
も
、
誰
も
が
苦
難
を
経
験
す
る
も
の
。
で
す
が
、

誰
に
で
も
光
あ
ふ
れ
る
時
は
訪
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
に
も

訪
れ
る
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
目
を
閉
じ
て
音
楽
を
聴
く

２
月
生
【

　
　
　
　】

寿

　
　老

　
　人

（
じ
ゅ
ろ
う
じ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
小
さ
な
蕾
で
も
咲
け
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　愛
ら
し
い
姿
に
な
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
も
自
分
を
卑
下
せ
ず
に
、
ど
う
ぞ
自
然
体
で
微
笑
ん
で
。
自

然
に
わ
き
上
が
る
微
笑
み
こ
そ
が
、
一
緒
に
い
る
人
を
魅
了
す
る
の

で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
自
然
の
中
で
深
呼
吸
を
す
る

３
月
生
【

　
　
　
　】

木
花
咲
耶
姫

（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　趣
味
で
も
資
格
で
も
学
ぶ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
楽
し
ん
で
。
学
び
を
深
め
人

生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、
人
間
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
も
の
な
の
で

す
。
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
間
に
で
き
る
こ
と
を
十
分
に
楽
し
ん
で
。

◇
開
運
の
鍵
：
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
場
所
へ
旅
を
す
る

４
月
生
【

　
　
　
　】

文

殊

菩

薩

（
も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　心
の
学
び
は
ど
こ
か
遠
い
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ろ
に
行
か
な
い
と
学
べ
な
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活
の
中
に
こ
そ
大
切
な
学
び
が
あ

る
の
で
す
。
食
事
で
も
散
歩
で
も
、
丁
寧
に
や
ろ
う
と
す
れ
ば
す
べ

て
の
行
為
が
修
行
と
な
り
ま
す
。◇
開
運
の
鍵
：
拭
き
掃
除

５
月
生
【

　
　
　
　】

道

元

禅

師

（
ど
う
げ
ん
ぜ
ん
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　今
手
に
入
る
等
身
大
の
実
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
人
は
す
べ

て
を
失
え
ば
、
手
に
し
て
い
た
も
の
の
尊
さ
を
実
感
す
る
も
の
で
す
。

今
既
に
手
の
中
に
あ
る
も
の
の
価
値
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
遠
出
は
履
き
慣
れ
た
靴
で

６
月
生
【

　
　
　
　】

宇
迦
之
御
魂
神

（
う
か
の
み
た
ま
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
き
な
実
を
結
ぶ
時
。
達
成
感

や
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
現
実
的
な

結
果
は
期
待
通
り
で
は
な
く
て
も
、
あ
な
た
の
成
長
は
感
じ
ら
れ
る

は
ず
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
紅
葉
の
湖
を
見
に
行
く

７
月
生
【

　
　
　
　】

須
佐
之
男
命

（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
を
否
定
し
な
い
こ
と
。
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　己
を
否
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

病
気
や
命
の
危
機
を
引
き
寄
せ
る
の
で
す
。
誰
に
で
も
苦
手
な
こ
と

は
あ
る
も
の
で
す
。
自
分
の
個
性
を
受
け
入
れ
て
、
愛
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
泣
け
る
映
画
を
見
る

８
月
生
【

　
　
　
　】

建

御

雷

神

（
た
け
み
か
づ
ち
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
の
言
葉
と
行
動
を
一
致
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　せ
ま
し
ょ
う
。
愛
し
て
い
る
と

伝
え
た
ら
、
愛
の
あ
る
行
動
を
す
る
の
で
す
。
ま
た
、「
後
始
末
」

の
運
気
で
す
。
今
年
お
こ
な
っ
た
こ
と
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
し
ま

し
ょ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
家
中
の
使
わ
な
い
物
の
整
理
を
す
る

９
月
生
【

　
　
　
　】

一

言

主

神

（
ひ
と
こ
と
ぬ
し
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
に
辛
く
て
も
決
し
て
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
恨
ま
な
い
こ
と
。
恨
ん
で
も

人
生
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
憎
い
気
持
ち
が
強
い
な
ら
、
神
社

で
神
様
に
吐
き
出
し
て
。
そ
の
気
持
ち
を
き
っ
と
拭
い
去
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
ざ
と
言
う
時
困
ら
ぬ
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　何
事
も
早
め
に
準
備
を
始
め
ま

し
ょ
う
。
し
っ
か
り
し
た
準
備
と
段
取
り
が
、
い
ざ
と
言
う
時
に
冷

静
に
行
動
で
き
る
か
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
か
の
差
と
な
る
の
で
す
。

◇
幸
運
の
鍵
：
室
内
で
で
き
る
運
動
の
本
を
買
う

11
月
生【

　
　
　
　】

天
之
冬
衣
神

（
あ
め
の
ふ
ゆ
き
ぬ
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　未
来
に
心
配
や
不
安
を
持
つ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
も
、
何
が
あ
っ
て
も
自
分
は

大
丈
夫
だ
と
思
え
る
強
さ
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
未
来
は
誰
に
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
何
か
あ
っ
た
時
は
必
死
に
生
き
れ
ば
人
生
何

と
で
も
な
る
も
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
朝
一
杯
の
水
を
飲
む

12
月
生【

　
　
　
　】

青

　
　
　
　
　竜

（
せ

い

り

ゅ

う
）

����೥ɹ��݄

瀬

織

津

姫

（
せ
お
り
つ
ひ
め
）
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�̑ ೔ ９:30～17:00
　　   イオンいわき店

��೔���９:00～11:00
　　  四倉支所

��೔���９:30～16:30
　　  イオンいわき店

��೔ 10:00～11:30
　　 13:00～16:30
　　　鹿島ショッピングセンター
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※いわき血液センターの献血受付
【400㍉㍑献血基準】 男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）時間は9:00～11:30、12:45～16:30
 （全血献血は17:00まで）
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読者と
つくる情報紙

こ 　　  ここ 　　  こ

個処͔Β

押
し
。

５

す
ぐ
に
怒
る
人
の
こ

と
を
「
〜
持
ち
」
と
い
い

ま
す
ね
。

７
「
〜
の
つ
ぶ
て
」
は

音
沙
汰
や
音
信
が
な
い
こ

と
。

10

肛
門
か
ら
薬
液
を
入

れ
て
排
便
を
促
す
方
法
で

の
骨
に
ひ
び
が
入
る
こ
と

も
。

２

大
い
に
お
酒
を
飲
む

こ
と
で
す
。

３

頭
だ
け
で
考
え
実
際

に
は
役
に
立
た
な
い
「
〜

の
空
論
」。

４

〜
が
立
つ
、
〜
に
覚

え
が
あ
る
、
の
れ
ん
に
〜

す
。

11

〜

リ

ズ

ム
、
〜
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
〜
マ

ス
。

12

ペ
ニ
シ
リ

ン
や
カ
ナ
マ
イ

シ
ン
は
〜
物
質

で
す
。

14

音
楽
に
合

わ
せ
て
有
酸
素

運
動
を
行
う
〜

ビ
ク
ス
。

15

サ
イ
コ
ロ

ジ
ー
は
日
本
語

で
〜
学
で
す
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

酔
う
と
舌

が
も
つ
れ
て
回
ら
な
く
な

る
こ
と
も
。

３

育
児
〜
、
有
給
〜
、

国
民
〜
村
。

６

首
の
後
部
。
昔
は
女

性
の
美
を
強
調
す
る
部
分

で
し
た
。

８

〜
部
は
お
尻
の
別
称

で
す
。

９

病
気
や
け
が
が
治
っ

て
も
後
ま
で
残
る
機
能
障

害
。

10

夏
に

こ

れ

を

つ
っ
て
虫

の
侵
入
を

防
ぎ
ま
し

た
。

13

角
膜

移
植
で
ド

ナ
ー
と
患

者
の
間
を

仲
介
す
る

ア
イ
〜
。

14

管
理

〜
は
給
食

の
運
営
を

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
、
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ

た
ら
Ａ
〜
Ｆ
を
つ
な
げ
て

答
え
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
ヒ
ン
ト
・
耳
の
疾
患
の

一
つ
で
す
】

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

胸
を
強
打
す
る
と
こ

〈
前
回
の
答
え
〉
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今
月
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

  

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
10
組
20
人
に
、
い
わ

き
市
立
美
術
館
様
（
い
わ

き
市
平
）
提
供
の
企
画

展
「
サ
ー
リ
ネ
ン
と
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
美
し
い
建
築

展
」
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
会
期
は
11

月
６
日
か
ら
12
月
19
日
で

す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
建

築
家
、
エ
リ
エ
ル
・
サ
ー

リ
ン
ネ
ン
（
１
８
７
３
‐

１
９
５
０
）
に
焦
点
を
当

て
た
展
覧
会
で
す
。
サ
ー

リ
ン
ネ
ン
は
若
く
し
て
、

10
月
号
の

　
　
当
選
者

山
崎
千
寿
子
さ
ん（
泉
町
）

四
家
き
ぬ
子
さ
ん
（
中
央

台
）長
瀬
す
み
江
さ
ん（
湘

南
台
）舞
木
和
仁
さ
ん（
四

倉
町
）
梁
取
美
智
代
さ
ん

（
常
磐
）

１
９
０
０
年
の
パ
リ
万
博

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
の
建
築

を
担
当
し
、
国
内
外
に
そ

の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し

た
。そ
の
後
も
、花
崗
岩
を

用
い
た
建
築
と
、
民
族
叙

事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
に
由

来
す
る
装
飾
モ
チ
ー
フ
が

同
国
を
象
徴
す
る
様
式
と

し
て
支
持
さ
れ
る
な
ど
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
原
点
を
築
い
た
建

築
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
展
で
は
図
形

や
ス
ケ
ッ
チ
、
家
具
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
を
通
し
て
彼

の
功
績
を
た
ど
り
ま
す
。

  

希
望
者
は
、
は
が
き
に
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プレゼントはこ
ちらの入場券

①
ク
イ
ズ
の
答
え
②
あ
な

た
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法

は
？
③
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
11
月
８
日（
必

着
）
ま
で
、
編
集
室
（
下

記
参
照
）
へ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

ø÷
૊༷

行
う
た
め
に
必
要
な
資

格
。

16

リ
ト
マ
ス
紙
で
こ
の

色
か
ら
赤
色
に
な
る
の
が

酸
性
。

17

〜
降
水
帯
は
集
中
豪

雨
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

18

ト
イ
レ
に
行
き
た

い
、
眠
り
た
い
な
ど
は
〜

現
象
で
す
。


